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口腔内腫瘍は悪性が多いがエプリスなどの良性病
変も良く遭遇する。これらを生検目的の手術など
に使用するためにRFナイフは非常に有用である。
当院では表層部の手術でRFナイフを針電極を中心
に使っているが、これらの口腔内の手術や生検に
も針電極が有効である。
針電極だと結構薄いところまで入りやすく焦げる
こともなくきれいに切除できる。生検にも有用で
あり、切除のみで縫合せずに終える場合もある。
この場合ははじめにRFナイフでギリギリまで切除
し、底部の組織が残っているときは電気メスで焼
いて終えることが多い。

このように口腔内疾患の最初の切開は切開の容易
さや切開線の自由度と出血のコントロールのため
にRFナイフの使用が断然多い。また粘膜を切って
も組織損傷が少なくそのまま縫合できるメリット
があるのも口腔内疾患では非常に有用である。

口腔内腫瘍（線維性エプリス）

症例解説と治療の流れ

シャフト：20mm/電極外径：0.2mm

針電極（エルマン社製）

A8D

BLEND

出力モードと出力値

40

CUT 40

それに加えRFナイフは特徴として切れ味が非常に
良く、例えば皮膚まで悪性腫瘍が浸潤している場
合でも、皮膚も同時に切除し、形成をすることも
できるため当院では欠かせない手術機器である。


